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項のエネルギー分裂△密生ずることに在る. この方の計算を行ってみ ると～,
△ (S-T) ～ k′S2
とをることがわかるO ここで kIはkと同じオーダーの比例定数である . した





いう鮭巣を生 じる . 実酷に,WirsteIJs塩関係の帯磁率の測定を行 うと ,.
その磁性は , linea.r=singmOdel又は dimermodelにより説明される




神 旺 邦 彦
§1 序
薗体の光学的性盤を表わすのに,古典的な Lorentz (絶縁捧)と Drude
(金廠)のモデ′レがあり,この二つの組合せ として光学スペク t JVの多様性が
坪解される場合が多V,1. これを鋲範 として.この数年われわ れかやって来 た
不純物帯賛辞をその光学スペクト/レにまで拡張するO
Lorentz のモデJV
u + rh+ wo2u-ヱ E e~iwtm
A-52
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誘電率 e(W)- 1 -
60-a)02+ iγu
2
伝導度 V - 1 一等 (W)





















optical su工にrule 二f ftea(W ･)dQ,- ニ 丁エ
E-H+QJ
一般式 (ハ ミ7レtニ ア ンHで記述される電子系に対し)
e2.1 1 1 .Ⅴ
































/＼ミプレナニアンHが-電子に対するものであれば FerⅡ.i分布 f(E)に より
0くコ





ことがわかって来た ｡ その倣略驚記す O 系の res.lve｡七を (E-H了 1とす
るとき,これに平均振作を施 したものを求めたいo







と書かれるものであるOここに Niは単位体積中に含まれる不純物 中心の数 ,
またⅤはその中心か作り出サボテンシャ Jvである. 従って, (4)式は-電子
に対するエネ)Vギーをその遵動エネ′レギー Ekと,それか らのすれ (self-
erlergy)との和 として与 え る と き , 後者 として各中心によって生ずる離
乳の もー行列の給和をとるべ きことを示すものである O更にその歯合,一回の





って得 られるものであ る ｡
以上のプログラムは, self-energy partど(汰,E)が k(波数ベク トJV)















と表わすことが出来る ｡ これか ら得 られる鮭巣を以下に列挙しようO
(ll (ア)式はェネ)Vギー変数Eを他の狐立変数 Zに変挨する変換式と見るこ
とが出来るo E-ヰZを複素文一平面から複素 Z一平面への写像とすれば,ti血e
reversalより Z(･E芥)- Z栄(E) O 特に Z(i+iO)- Z米(E-iO)-Re
Z(E)+ i =m Z(E). (6)式より h Z(E)は系の "平均的 "スペク トJV
密度を表わしている. これが Oに･怒らをレ㍉点は Z-平面上 ReZ軸に降し対
称夜閉曲線を画 くO 閉曲線は単一の場合 もあり,複数の場合 もあるが,一般に









E - Ek + S(Zo(Ek)〉
(9)
(10)
こ の 式は,一つの realEに対し!許される波動 kとEとの対応鮎係を示す
系の分散馳横式と見ることが出来る.そのようをkは一筋に CoⅡpleXで,Z
とは (9)式によって国保付けられてvlる. 系が一次元的であるが,或vlは次
元が > 1であっても Ekが等方的･又･散乱 も等方的であれば ,Zの替 りに
kを変数とえ らぶことが出来,その real, imaginary partsには,各々
次のようTZ*･;.7撃的意降が与えられるO
(real互:に対し) - 汰 (
fieL,k =mZ 一一一 状態密度
=m 汰 ReZ一一一散乱振巾の減衰定数
Z一平面と同様,k-平面でも,すべてのrrealEに対する許された状鮭
(Re kキ 0)に相当する点は閉曲線を画 き,それ らは一定の飯域 Dkを臨む｡
Dkは k一平面上の上半&':(=m k≧ 0)にあり･散乱理論のV,わゆる
"physical dC2mair3"把相当する ｡
(3) E-ヰOCのとき系のスペク rJレは,当然のことなが ら,自由電子のスペ
ク い レに漸近するo'す複わち,
















⊥ f -ZmGk(E)d耳- 17T｡.-Cぺ〇





の成立が確かめ られ,以上 (ll),(12′)お よび (12〝)か ら光学的性質の基
本的攻防係式 (1′),(2′)の成立が示されるので参る O
§5 計 算 例 ㌔
実例 として,文献 (5)で用いられている引力性 5次元 8-ポテンシャルの
場合が適当である｡ その強さと不純物濃度 との適当孜値に対して不椀物静が ,
通常の伝導帯の底に形成する｡ この系の光学スペクトルを上述の方縁で算出し
た鞍巣は,§1の 工rude-Lorentz のモデ)レをきわめてよく反釈 した もので
あることがわかった ｡
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